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かながわ学びづくり推進事業
ー基本的な「ねらい」ー

•かながわ学びづくり推進事業のねらい

•かながわ学びづくり推進事業の基本

授業の中で、「子ども同士の学び合う力」を育成し、学びの質を
向上させるため、指導方法の工夫・改善、研修・研究に努める

・授業の中で「子ども同士の学び合う力」の育成を図ること
・教員自身が自分の指導方法を常に振り返り、その際、校内で協働的・組織的な研
究・研修を行う体制を整えること

・校内の研修会・研究会には、研究者や行政関係者がかかわることで、多面的な見
方、考え方で議論を行うこと



かながわ学びづくり推進事業
ー３つの取り組みー

かながわ学力向上

支援連絡協議会

かながわ学力向上

シンポジウム

かながわ学びづくり
推進地域

研究委託事業

中核となる
協議会

事業やシンポジウムの
内容についての協議

研究・研修
の活性化

家庭・地域と
の連携のあり
方の研究

テーマを設定し、
意見交換等

学校教育への
理解を図る



かながわ学びづくり推進事業
ーかながわ学力向上シンポジウムー

【模 索 期 】
学校・家庭・地域の連携・協働

教員の授業力向上
家庭の協力による家庭学習の習慣化

まずは
連携・協働
の模索具体的な推進方法

の模索



かながわ学びづくり推進事業
ーかながわ学力向上シンポジウムー

【探 究 期 】

学びづくり
の探求

教員の授業力向上
家庭の協力による家庭学習の習慣化

繰り返し
成果と課題
を問いつつ

学力
とは

組織
とは

取組を
共有す
るには

子どもを
見取るには



かながわ学びづくり推進事業
ーかながわ学力向上シンポジウムー

【継 承・ 発 展 期 】

情報・課題
の共有から
行動の共有

へ

学びづくりの主体は地域
地域・学校のボトムアップ

取組の発信、共有へ
教員・学校の主体的な取組へ

10年間の
取組を総括

学びづくりから
つながりづくりへ

一人一人が
学びづくり

の
主体に

学びづくりを
きっかけに対話を



豊かな学びのために
「わかる授業」をとおして、子どもたちの「わかった」
「できた」をつなげ、「勉強が楽しい」「学校が楽しい」
と、子どもたちが感じることのできる学校づくりをめざす

『必携！かながわの学びづくり』
（神奈川県教育委員会教育局支援部子ども教育支援課 平成28年6月）

○学校だけでなく、地域、家庭との連携をめざす
○成果と課題を振り返り、発信と共有をめざす
○学びづくりからつながりづくりへ、主体的な取組をめざす

社会や生活
の中で学び
を生かす

学校・地域・家庭が一体となって、子供たち
の学びを支え、「学びづくり」を楽しむ


